
「
患
者
さ
ん
に
救
い
を
」
｜

「
実
用
化
へ
向
け
た
大
き
な
一

歩
」
・
他
人
の
人
工
多
能
性
幹

細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
に
よ
る

網
膜
再
生
医
療
の
臨
床
研
究
に

携
わ
る
理
化
学
研
究
所
の
高
橋

政
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

（
弱
）
ら
は
６
日
、
神
戸
市
内
の

会
見
で
思
い
を
語
っ
た
。

iPS細胞ストックを利用した
網膜再生医療の臨床研究

『陰‘ 拒絶反応が少厭い細胞

脱密麓l
！ ’

i PS網膜臨床募集開始

理研チーム患者に光

高
橋
リ
ー
ダ
ー
は
会
見
で
、

「
将
来
的
な
治
療
が
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
を
決
め
る
た
め
の

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
だ
」
と
強
調

し
た
。
同
席
し
た
大
阪
大
の
西

田
幸
二
教
授
（
別
）
は
、
治
療
を

受
け
な
が
ら
完
治
に
至
ら
な
い

患
者
が
多
い
現
状
を
挙
げ
、

「
（
臨
床
研
究
に
よ
っ
て
）
新

記者会見に臨む理化学研究所の高橋政代

プロジェクトリーダー（中央）ら＝6日

午後､神戸市中央区（恵守乾撮影）

し
い
医
療
に
道
が
開
か
れ
、
患

者
さ
ん
ら
の
救
い
に
な
れ
ば
」

と
続
け
た
。

臨
床
研
究
の
対
象
と
な
る
目

の
病
気
「
加
齢
黄
斑
変
性
」
の

患
者
は
国
内
に
、
万
人
近
く
い

る
と
さ
れ
る
。
患
者
ら
で
つ
く

る
「
関
西
黄
斑
変
性
友
の
会
」

（
大
阪
市
）
の
星
野
龍
一
事
務

局
長
は
「
（
こ
の
臨
床
研
究

で
）
状
況
が
か
な
り
前
に
進

む
」
と
評
価
す
る
。

ま
た
、
臨
床
研
究
で
は
、
京

都
大
が
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
拒

絶
反
応
が
少
な
い
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
利
用
す
る
。
こ
の
手
法
は
、

心
臓
の
再
生
医
療
を
研
究
す
る

大
阪
大
の
澤
芳
樹
教
授
や
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
に
取
り
組

む
京
都
大
の
高
橋
淳
教
授
ら
も

採
用
を
予
定
し
て
お
り
、
今
回

の
臨
床
研
究
は
後
に
続
く
事
例

の
試
金
石
に
も
な
る
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
に

関
し
て
は
、
京
都
大
は
平
成
鋤

年
度
の
治
験
開
始
を
目
指
す
と

し
て
お
り
、
「
全
国
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
友
の
会
」
の
藍
澤
正
道

事
務
局
長
は
「
ス
ト
ッ
ク
の
活

用
に
よ
っ
て
治
療
に
か
か
る
コ

ス
ト
や
時
間
と
い
っ
た
従
来
の

障
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
明
る
い
希
望
が
持

て
る
」
と
期
待
を
に
じ
ま
せ

た
。

（
１
面
参
照
）
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’ 患
者
本
人
で
は
な
い
他
人
か

ら
作
製
し
た
人
工
多
能
性
幹
細

胞
（
・
１
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
で
目
の
病

気
を
治
療
す
る
再
生
医
療
に
つ

臨
床
患
者
の
募
集
開
始

１
１

■
１
１

■

Ｆ
９
■

■
Ｈ
Ⅱ
ｉ
ｆ

い
て
、
理
化
学
研
究
所
な
ど
の

チ
ー
ム
は
６
日
、
対
象
と
な
る

患
者
の
募
集
を
始
め
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
同
日

１
１Ｇ

駐
ｒ

ｌ
ｌ

か
ら
臨
床
研
究
を
開
始
し
た
と

発
表
し
た
。

対
象
と
な
る
の
は
、
目
の
病

気
「
加
齢
黄
斑
変
性
」
と
診
断

1
1

ＩＩ
理研チーム

さ
れ
、
一
般
的
な
治
療
を
受
け

て
も
効
果
が
な
い
副
～
踊
歳
の

患
者
。
希
望
者
は
、
か
か
り
つ

げ
の
眼
科
で
治
療
の
経
過
な
ど

を
紹
介
状
に
ま
と
め
へ
神
戸
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病

院
へ
郵
送
す
る
。
対
象
に
な
る

可
能
性
が
あ
れ
ば
、
移
植
に
使

う
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
患
者
の
免
疫

の
型
が
合
致
す
る
か
な
ど
の
検

査
を
同
病
院
で
行
い
、
可
否
を

一J
決
め
る
。

過
去
３
年
以
内
に
が
ん
と
診

断
さ
れ
た
患
者
な
ど
ぱ
、
対
象

外
。
募
集
の
詳
細
は
、
中
央
市

民
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

臨
床
研
究
で
は
、
京
都
大
が

ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
拒
絶
反
応

を
起
こ
し
に
く
い
タ
イ
プ
の
特

殊
な
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
利
用
。
理

化
学
研
究
所
の
高
橋
政
代
プ
ロ

．一

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
ら
が
網
膜

の
色
素
上
皮
細
胞
に
分
化
さ

ぜ
、
今
年
以
降
、
中
央
市
民
病

院
と
大
阪
大
付
属
病
院
で
５
人

前
後
の
患
者
へ
色
素
上
皮
細
胞
一

を
含
ん
だ
液
体
を
移
植
す
る
。

臨
床
研
究
の
主
な
目
的
は
安
一

全
性
の
確
認
だ
が
、
特
に
今
回
一

は
他
人
の
細
胞
を
移
植
す
る
た
一

め
、
拒
絶
反
応
を
抑
気
ら
れ
る

か
の
検
証
が
焦
点
と
な
る
。

「
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
」

京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

長
を
務
め
る
山
中
伸
弥
教
授
の

話
「
提
供
す
る
再
生
医
療
用
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
ス
ト
ッ
ク
を
使
う
こ

と
で
時
間
と
費
用
を
大
幅
に
削

減
で
き
る
た
め
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
使
っ
た
再
生
医
療
が
普
及
す

る
た
め
に
は
必
要
か
つ
重
要
な

ス
テ
ッ
プ
だ
↑

Ⅱ
お
面
に
「
害
者
に
光
一


